
日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員

団
は
、
昨
年
、
12
月
28
日
、
佐

藤
栄
一
市
長
に
対
し
て
『
２
０

１
８
年
度

市
政
運
営
に
あ
た
っ

て
の
重
点
要
望
書
』
を
提
出
し

ま
し
た
。

要
望
書
は
、
市
政
ア
ン
ケ
ー

ト
・
市
民
団
体
と
の
懇
談
・
実

態
調
査
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
多

く
の
市
民
の
声
を
ふ
ま
え
、
６

分
野
53
項
目
に
ま
と
め
た
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

要
望
書

は

、

12

月

22

日

に

決

定

さ

れ

た

安
倍
政
権
の
２
０
１
８
年
度
予

算
案
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
ま
す
。

「
安
倍
第
２
次
政
権
後
、
当

初
予
算
案
の
編
成
は
６
度
目
だ

が
、
軍
事
費
の
異
様
な
突
出
ぶ

り
と
国
民
の
く
ら
し
を
支
え
る

社
会
保
障
を
容
赦
な
く
抑
え
込

む
姿
勢
は
、
い
よ
い
よ
際
立
っ

て
い
る
。
毎
年
増
額
し
続
け
て

き
た
軍
事
費
は
、
５
兆
１
９
１

１
億
円
と
ま
た
も
過
去
最
高
を

更
新
す
る
一
方
、
社
会
保
障
費

の
自
然
増
は
今
回
も
大
幅
カ
ッ

ト
、
大
企
業
向
け
の
新
た
な
減

税
措
置
も
露
骨
で
あ
る
」
と
批

判
。要

望
書
は
こ
う
し
た
時
で
あ

れ
ば
こ
そ
地
方
自
治
体
の
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
大
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

市
民
は
、
佐
藤
市
政
に
対
し

て
「
国
の
悪
政
か
ら
市
民
の
く

ら
し
を
守
る
防
波
堤
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
、

中
核
市
第
３
位
の
財
政
力
を
地

方
自
治
の
原
点
に
立
っ
て
く
ら

し
と
福
祉
を
守
る
こ
と
に
徹
し

た
市
政
運
営
」
を
求
め
て
い
る

と
訴
え
て
い
ま
す
。

市
長
と
の
懇
談
の
席
上
、
要

望
書
提
出
に
同
席
し
た
天
谷
美

恵
子
党
市
委
員
会
副
委
員
長
は
、

市
民
の
立
場
に
立
っ
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
す
す
め
る

こ
と
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
体
制
強
化
、
地
元
・
宝
木
市

営
団
地
の
改
築
を
急
い
で
ほ
し

い
と
要
望
し
ま
し
た
。

福
田
く
み
子
党
市
議
員
団
幹

事
長
は
、
就
学
援
助
に
お
け
る

入
学
準
備
金
の
前
倒
し
支
給
や

民
生
委
員
の
関
与
の
撤
廃
措
置

を
評
価
、
さ
ら
な
る
施
策
充
実

と
地
域
内
交
通
の
抜
本
的
改
編

で
全
市
民
が
利
用
し
や
す
い
公

共
交
通
の
確
立
を
求
め
ま
し
た
。

１
．
医
療
も
介
護
も
安
心
の
う

つ
の
み
や
へ

▼
国
保
税
の
引
き
下
げ
▼
特
養

ホ
ー
ム
待
機
者
の
解
消
▼
認
知

症
の
早
期
対
策
▼
地
域
担
当
保

健
師
の
増
員

２
．
子
育
て
も
魅
力
あ
る
う
つ

の
み
や
へ

▼
市
と
し
て
児
童
相
談
所
の
設

置
▼
高
校
生
ま
で
医
療
費
窓
口

無
料
化
▼
学
校
給
食
の
無
料
化

め
ざ
し
当
面
多
子
世
帯
に
減
免

制
度
の
導
入
▼
市
南
部
地
域
へ

の
病
児
保
育
所
の
設
置
▼
市
北

西
部
に
図
書
館
の
設
置

３
．
商
・
工
・
農
業
を
守
り
、

地
域
経
済
の
土
台
を
築
く

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

の
充
実
と
店
舗
ま
で
事
業
の
拡

大
▼
公
契
約
条
例
の
制
定
▼
新

規
就
農
者
支
援
制
度
の
充
実

４
．
市
民
の
交
通
権
の
確
保
を

め
ざ
す
公
共
交
通
網
の
確
立
を

▼
バ
ス
基
本
料
金
圏
域
に
市
の

主
導
で
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
を
構
築
▼
お
で
か
け
定

期
券
事
業
の
導
入
▼
江
曽
島
・

西
川
田
・
鶴
田
各
駅
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置

５
．
大
型
公
共
事
業
・
土
木
・

建
設
事
業
計
画
の
見
直
し
を
は

か
る
こ
と

▼
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
工
事
着
工
前
に
住

民
投
票
を
実
施
し
、
過
半
数
以

上
の
信
任
を
得
る
こ
と
▼
Ｊ
Ｒ

宇
都
宮
駅
東
口
開
発
は
、
森
と

緑
と
花
と
水
・
防
災
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
再
検
討
▼
防
災
・
道
路

補
修
な
ど
生
活
密
着
型
財
源
の

優
先
確
保
な
ど

６
．
安
心
・
安
全
す
み
よ
い
う

つ
の
み
や
を

▼
消
防
職
員
充
足
率
を
１
０
０

％
に
引
き
上
げ
▼
市
営
住
宅
家

賃
減
免
制
度
の
見
え
る
化
▼
下

水
道
基
本
使
用
料
単
位
の
改
定

▼
自
転
車
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し

い
道
路
の
整
備
▼
自
衛
隊
ヘ
リ

騒
音
対
策
の
強
化
な
ど
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佐藤市長に予算要望書提出
党市議員団

軍
事
栄
え

生
活
し
ぼ
む

大
企
業
に
忖
度

庶
民
に
格
差
（’18
国
予
算
案
）

地
方
自
治
の
原
点

く
ら
し
・

福
祉
守
る
こ
と
に

徹
し
た
市
政
運
営
を

市
民
の
立
場
に
立
っ
た

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を

地
域
内
交
通
の
抜
本
的
改
編
で
、

全
市
民
が

利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
に

主
な
要
望
項
目
は

次
の
通
り
で
す
。

佐藤市長（右）と懇談する党議員団

天谷美恵子氏福田（久）議員

市長に要望書を提出する荒川・福田・天谷氏



１
月
２
日
、
抜
け
る
よ
う
な
青
空

の
も
と
、
野
村
せ
つ
子
県
議
、
荒
川

つ
ね
お
・
福
田
く
み
子
両
市
議
と
天

谷
美
恵
子
市
委
員
会
副
委
員
長
が
そ

ろ
っ
て
新
春
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

初
売
り
で
に
ぎ
わ
う
イ
ン
タ
ー
パ
ー

ク
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
マ
イ
ク
を
握

り
新
し
い
１
年
へ
の
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

野
村
せ
つ
子
県
議
は
、
原
発
問
題

に
触
れ
「
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働

は
、
栃
木
県
民
に
と
っ
て
も
重
大
な

問
題
。
福
島
が
解
決
し
な
い
中
で
再

稼
働
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
。
」
と

東

海

第

２

原

発

の

再

稼

働

阻

止

の

決

意

を

述

べ

ま
し
た
。

福

田

く

み

子

市
議
は
、
「
安
倍
９
条
改
憲
阻
止
の

た
め
に
、
３
千
万
署
名
へ
の
取
り
組

み
を
強
め
る
」
決
意
を
の
べ
、
ま
た
、

天
谷
美
恵
子
市
委
員
会
副
委
員
長
は
、

医
療
や
介
護
に
携
わ
っ
て
き
た
立
場

か
ら
「
新
年
度
の
国
家
予
算
の
社
会

保
障
費
の
縮
減
は
大
変
懸
念
さ
れ
る
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

荒
川
市
議
員
団
長
は
、
「
昨
年
の

総
選
挙
で
は
市
民
と
野
党
の
共
闘
を

こ
わ
す
逆
流
も
あ
っ
た
が
、
新
し
い

年
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
未
来
を
拓

く
一
年
に
し
た
い
」
と

し
め
く
く
り

ま
し
た
。
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日本共産党宇都宮市議員団
定 例 無 料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・

住宅・道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 ２月10日（土）

３月10日（土）

◇会 場 宇都宮市総合コミュニティセンター

◇連絡先 日中 TEL632-2622
（党市議員団控室）

土・日・夜間 TEL634-8722
（党市委員会）

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡を

お願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。

※１月の相談会はお休みします。

午後２～４時

上横田町からの初日の出

み
な
さ
ん
、
新
し
い
年
を
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
総
選
挙
で
の
ご
支
援
に
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
に
、
議
席
後
退
と
い
う
悔

し
さ
を
バ
ネ
に
、
日
本
共
産
党
を

強
く
大
き
く
す
る
活
動
に
全
力
を

あ
げ
る
決
意
で
す
。

国
政
私
物
化
、
憲
法
破
壊
の
安

倍
政
権
を
、
い
つ
ま
で
も
続
け
さ

せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市

民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
呼
び
か
け
た

「
３
０
０
０
万
人
署
名
」
を
全
国

の
草
の
根
で
集
め
き
ろ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
市
民
と
野
党
の
共

闘
を
発
展
さ
せ
、
安
倍
暴
走
政
治

ス
ト
ッ
プ
へ
、
力
を
合
わ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

申
年
、
酉
年
、
そ
し
て
今
年
は

戌
年
。
鬼
退
治
に
向
け
て
仲
間
を

そ
ろ
え
力
を
蓄
え
、
来
年
の
統
一

地
方
選
挙
、
参
議
院
選
挙
へ
猪
突

猛
進
と
な
る
よ
う
、
が
ん
ば
り
ま

す
。

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員

塩
川
鉄
也

日
本
共
産
党
参
議
院
予
定
候
補

梅
村
さ
え
こ


